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しばらく 一緒 に いる と、 何となく 疲れ て、 重苦しい 気分 に なる。 何 でも けな

し て 無 価値 化 する 傾向 が 強い ので、 徒労 感 や 空虚 感 を 覚える こと さえ 

ある。 

 

彼ら は罪悪感を持たせる達人。 

・・・ 

彼ら は、 独特 の 言い回し が 特徴 的 で ある。「 あなた が もっと 気 を つけ て い

れ ば、 こんな こと には なら なかっ た のに」「 疑っ て みる べき だっ た のに」

「 そんな こと は、 みんな 知っ て いる のに」 という ふう に、 相手 の 不注意 や 

無知 の せい に する のが うまい。   あるいは、 間違っ た こと を し た のは 自分 

なのに、 そう 仕向け た のは 相手 だ という ふう な 言い方 を する。 

 

 

自分 が 悪い とは 決して 認めよ う と し ない。 あくまでも 相手 に 罪悪感 を 抱か 

せ て 責め 続ける ところ に、 底 知れ ぬ 怖 さが ある と 言えよ う。 

 

何 か 具合 の 悪い こと が あっ ても、 悪い のは 常に 他 の 誰 かで あり、 自分 は 

あくまでも 被害者 なの だ という 印象 を 周囲 に 与えよ う と する。 

 

 

要するに、 攻撃 し て いる こと を 隠蔽 し ながら 攻撃 する のが 常套手段 で ある。 

もし、 わかり やすい やり方 で 直接 攻撃 する よう な こと を すれ ば、 反撃 さ れ

る かも しれ ない。 説明 を 求め られる かも しれ ない。 場合 によって は、 相手 が 

防御 し たり、 逃げ道 を 見つけ たり する かも しれ ない。 そう さ せ ない ため に、 

自分 は 責め て いる わけ でも、 攻撃 し て いる わけ でも ない と 否認 し ながら、 

ターゲット を 身動き でき ない 状態 に 追い込ん で いく わけ で ある。 

 

この 上司 は、 常に 他 の 誰 かを 責め て 罪悪感 を 抱か せる こと によって、 自分

自身 の 過ち が 問わ れる のを 極力 避けよ う と し て いる。 そう する こと によ

って、 自分 が 不安 や 葛藤 を 感じ ず に すむ からで ある。 

 

 

 



利害 が からん で いる こと が わかれ ば、 まだ 対処 の しよう が ある の だ から。 

だが、 羨望、 つまり 他人 の 幸福 が 我慢 でき ない 怒り ゆえ に、 破壊 し て やり 

たい という 欲望 を 抱く 人間 も いる。 こういう 人間 の ほう が、 よほど 怖い の

で ある。 

 

できる 限り 周囲 の 期待 に 添う よう 行動 し て、 気に入ら れよ う と する し、 

波風 を 立てる こと を 極力 避けよ う と する。   周囲 からの 期待 に できる だ

け 応えよ う と する ので、 常に 誰 かの 役に立と う と する し、 誰 かの 犠牲 に 

なる こと さえ いとわ ない。 いわゆる「 良い 人」 なの だ が、 こういう タイプ こ

そ、 攻撃 欲 の 強い 人 にとって は 格好 の ターゲット に なる。 支配 する のも、 

操作 する のも、 とても 簡単 だ からで ある。 

 

 

否認は、ごまかして、現実を覆い隠す、最も原始的な防衛メカニズムである。 

他人には明白であるように見えることでも、「そんなこと言っていない」 

「やっていない」「知らない」「記憶にない」「誤解しているんじゃないの」など 

の言葉で、「存在しなかった」ことにする。葛藤を感じなくてすむようにして、心の平安を

保つためである。 

 

フレネミー Friendと Enemyを合わせた造語。セックス・アンド・ザ・シティのシーズン

３、エピソード 16 のタイトルに使われた。 

 

ターゲットにされやすいのは、怒らない「寛大」な人。 

「寛大」さは、一般には美徳とされている。 

実は、怒らない「寛大」さとは、虚栄心（怒らない「いい人」でいよう）、怠惰、恐怖の産

物に他ならない。 

 

根性曲がりにつける薬はない。 

 

自分の考え方を変える。「他者の欲望」を満たそうとする人にならない。 

 

 

～～～～～～ 

自己愛＝自分が一番。私の考えや言っていることは全て正しい。自分は賢く、善人でもある。

お前のせいでこうなった（責任転嫁、加害者だが被害者ぶる）。 

正しいことを言っているのに、反対されるのは、私が被害者ということ。 



他人の意見に耳を貸さないことがわかっているので、周りが反論や説得をしなくなる。すと

と、本人は居心地がよくなる。 

 


